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ルカ・パチオリの簿記書
――複式簿記の源流をたずねて＿
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1 複式簿記の事始め
1873年（明治6年）にふたつの簿記書が出版されている。ひとつは福沢
諭吉 (1835~1901) の「帳合之法」であり，他のひとつは大蔵省刊行の「銀
行簿記精法」である。「帳合之法」は米国の学校用簿記教科書 (Bryant& 
Stratton's Common School Bookkeeping, 1871)を福沢が翻訳したもので，
慶応義塾出版局によって出版された。単式簿記を扱った初編2冊がこの年
に発行され，複式簿記を扱った二編2冊は翌1874年に発行されている。慶
応義塾図書館貴重書室には福沢諭吉直筆の「帳合之法」草稿がさんぜんと
光り輝いている。「銀行簿記精法」は，明治政府に招かれてわが国銀行実
務の指導にあたったスコットランド人アラン・シャンド (AllexanderAllan 
Shand, 1844~1930) の原案を大蔵官員が翻訳編集したもので， 5巻からな
っていた。これらの簿記書は，それまで使われてきたわが国固有の簿記法
に代えて，欧米諸国で使われていた，いわゆる西洋式簿記法を紹介したも
ので，今日われわれが使用している複式簿記法を最初にわが国の土壌に植
付けた文献として高く評価されている。
複式簿記は，企業の取引を日々帳簿に記録していくにあたって，各取引
の企業に対する影響を二つの側面でとらえて記録していくシステムであ
る。たとえば，給料を支払ったときには， (1)給料という費用の発生と， (2)
現金の減少という二つの面で記録が行われるし，銀行から借入れを行った
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ときには， (1)現金の増加と， (2)借入金の増加という二つの面で記録が行わ
れる。ひとつの取引が二重に記録されていくため，帳簿記入や計冥の誤り
が自動的に検出されるほか，これによって企業の営業成績と財政状態を同
時に把握することが可能となる。
「帳合之法」は，小，中学校の教科書として使用され，複式簿記法の普
及に大きく貢献している。また「銀行箭記精法」は銀行の実務のうちに定
着し，後にはそれが拠点となって広く複式簿記法を普及させていった。
帳合法，記簿法，あるいは簿記法などと，当時まだ定まっていなかった
Bookkeepingの訳語もやがて「簿記」と漢字2字に落着く。簿記とい
う訳語のいわれは， 正しくはわからない。「帳簿記入」のなかの 2字が残
ったといわれるが， ブックキーヒ゜ングの音との関係も無視できない。最近
でも，外山滋比古が日本経済新聞掲載の「名言の内側」で，「明治の人は
漢字の素養が豊かだったから，外国語を片っばしから漠字にした。名詞は
たとえばキャビネットが内閣，バンクは銀行というように漢字二字になっ
た。中でも秀逸なのが簿記で，ブッ（ク）キービングの頭の音を温存しな
がら意味もあらわして，心にくいばかり 。」と書いている。
会計は，個人あるいは組織体の営む経済活動に関する情報を，貨幣金額
によって測定，記録，伝達するシステムである。人々はこうした会計によ
って提供される情報によって，いろいろな意思決定を行っている。何ごと
であれ， よく知ったうえで，判断することは重要である。婚記は，会計の
いくつかの領域のなかで，記録という分野を受持っており，人々が必要と
する会計情報を生み出す基礎となっている。その意味で， どのような社会
でも，またどのような時代でも，財を保有し，経済活動を営むとき，その
財産や活動を管理する前提として，人々は簿記を必要としている。わが国
も例外ではない。西）I孝治郎 [Nishikawa]によれば，わが国の歴史上商人
の会計帳簿にふれた最初の記事は1520年に見られるし，現存する会計帳簿
のうちには1600年代初期のものがあるという。ながく開国を拒んできたわ
が国も， 1800年代の後半には，欧米諸国によって迫られ，やがてその門戸
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を開いている。この時点で欧米と経済の発展段階を異にしていたわが国は，
新しい産業技術や経済制度を導入することになり，複式簿記はそれに付随
して入ってきた。「銀行絢記精法」も「帳合之法」も当時の日本の簿記法
の不備を改善すべく生れたものであった。その後わが国固有の箭記法が完
全に姿を消すまでにはかなりの年月を要しているが，固有の節記法になれ
親しんできた商人もやがて外来の複式簿記を採用することになる。
ヤーメイ [B.S. Y amey, p. 99] は， 組織的な簿記（すなわち複式筋記）が
近代資本主義の発展と興隆にとって欠くことができないものであったこと
を強調し，「合理的な限りなき利潤追及は，科学的会計を企業家の用具と
して使うことができなかったならば，可能でなかったし，効果的にはいか
なかったと思われる。」 と述べている。明らかに複式簿記の導入はわが国
における資本主義の夜明けを告げるものであった。
2 ルカ・パチオリの「算術，幾何，比及び比例全書」
ルカ・パチオリ (LukaPacioli)はよく複式簿記の開祖といわれる。しか
し， この表現は必ずしも正しくない。複式簿記の創始者の身元は神秘に包
まれており，創始者がだれであるかはだれも知らないというのが事実であ
る。フォゴー [J.Row Fogo, p. 93]は，「筋記はある定められた形式の勘
定記入法に過ぎないと見るのが正しい。それは科学の発見でもなければ，
幸運な瞬間のひらめきといったものでもなく，次第に発展してきた商業の
必要に応じようとする，たえざる努力から生まれてきたものである。」と，
述べている。
歴史的に，複式簿記は13世紀末にフローレンスで用いられていたことが
明らかにされている。現存する会計帳簿のなかで，複式記入のあとが見ら
れる最古のものは 1296年~1305年の Rinerio and Baldo Finiの帳簿，
あるいは1299年及び1300年の GiovanniForolfiの支店元帳であるといわ
れている。また1340年のジェノア市の財務部の帳簿が，完全な複式記入ツ
ステムのあとをとどめる最初の記録と して， 現在も残っているという。複
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式簿記はおそらく 13世紀半ばには出現していたと思われる。
それにもかかわらず，ルカ・パチオリがしばしば複式婚記の開祖といわ
れるのは，1494年に出版された彼の著書 「算術，幾何，比及び比例全書」
(Summa de Arithmetica, Geometria, Propotioni et Proportionalita)が複式
簿記を記述した最初の文献であったからである。ルカ ・バチオリはフラン
、ンスコ派の修道士で，算数及び神学の教師であり，著述家であった。彼は，
ペルジア，フロ ーレンス， ビサ及びボロ ーニアの大学で教え，晩年，法王
レオ10世に招かれてロ ーマのアカデミィで教えている。彼は"Magister"
の称号を得ているが，これは学術上最高の称号であり，博士に相当するも
のであった。友人であったピエロ ・デル ・フランチェスカ，レオン・バテ
ィスタ・アルバティ， レオナルド ・ダ・ビンチ等とならび，ルカ ・バチオ
リもまたルネッサンス時代に典型的に見られる万能人であり，その生涯に
おいて多数の著書を書いている。「算術， 幾何， 比及び比例全書」は，
1509年に出版された「神聖比例論」 (DeDivina Proportione)とともに，彼
の代表的な著作であった。彼は個人的には全く商業又は会計の実務にたず
さわることがなかったが，これらに関する知識は豊かであった。
「算術，幾何，比及び比例全書」は1494年にベニスで出版され， ウルビ
ノ公グイドバルドー (Guidobaldo)に献呈されている。当時， 書物はラテ
ン語で書かれる ことが多かったが，本書は一般の人々が読みうるイ タリー
語で書かれたため，数学と簿記の知識を普及し，人々の生活を改善するこ
とに，大きく貢献したといわれている。金属活字を使った印刷はこのころ
ドイツで発明されたばかりであり，本書は， この新しい印刷技術によって，
ベニスで印刷された最初のものであったと思われる。このことは，ルカ ・
バチオリとその著書の主題を人々が高く評価していたことを， 意味してい
る。 1504年には本書のうち簿記に関する部分が LaScuola Pereta dei 
Mercanti という書名で，また1523年には本書の第2版が，最初の版を印
刷したパガニーニ (Paganini)によって， トスカラ ーノ (Toscolano)で発
行されている。当時の出版は後援者に出版費を引受けてもらって行うのが
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慣習であったから，1504年と1523年の出版が最初の版を印刷したパガニー
ニによって行われたことは，本書に対する需要がいかに大きかったかを物
語っている。
当時の慣習で，「算術， 幾何，比及び比例全書」には著者の氏名が記さ
れていない。著者は， 本文中で， サン ・セポルクロ町の兄弟ルカ (Frater
Lucas de Burgo Sancti Sepulchri)と称するにとどまっている。このため，
著者名の綴りがよく問題になる。バチオリ (Pacioli)か，パチオロ (Paciolo)
かをめぐって，会計史家の問で論争が闘わされたことがある。他の著書に
ラテン語で LucasPaciolusと筆者名を記したものがあるため，このラ
テン語の綴りを否定するものはいない。 Pacioloは Paciolusのイタリ ー
語訳であり， Pacioliはイタリ ー語で「パチオロ家の」 を意味する dei
Pacioliの省略形であるという。 Lucaを冠するとき LucaPacioli, 単独
で用いるとき Pacioloというとの説が有力である。 1878年にその生誕地
サン・セボルクロ (Sansepolcro)の人々が彼を記念して飾った額には Luca
Pacioliと刻まれている。筆者も 1984年にヒ゜サで第4回会計史国際会議が
開かれたおり，同地をたずね，これを見ている。しかし，他に決定的な証
拠がないため， この古くから続いている論争はいまなお解決していない。
3 「計算及び記録詳論」
ルカ・パチオリの「算術，幾何，比及び比例全書」は5つの部分からな
っている ：
1)算術及び代数学， 2)商業及び会計における算術及び代数学の使い方，
3)簿記， 4)貨幣及び為替， 5)純粋及び応用幾何学。
このうち簿記の部は，第9編，論説第11「計算及び記録詳論」(Particlaris
de Computis et Scripturis)のタイトルのも とに記述され，次のように36章
から構成されている。第36章のあとに， 「商人の帳簿に記入されるべき事
項」，「商人により記録が必要とされる事項」，「Lire,Soldi, Denari, Picioli 
等の略字の書き方」，「元帳転記の例示」などが記述されているため， クリ
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ベリ (Crivelli)やブラウン及びジョンストン (Brownand Johnstone)の英
訳書ではこれらを第37章として訳出している。
1 商人の繁栄に必要な事項。ベニスその他の地で行われている元帳と
仕訳帳の正しい記入法。
2 本論説の第 1 部：財産目録—その意義と作成法。
3 財産目録の例示とその形式要件。
4 商人への戒めと役にたつ助言。
5 本論説の第 2 部：処理—その意義，内容及び商人の 3 種類の主要
筋。
6 日記帳，切り抜き帳，あるいは家計簿とよばれる第 1の帳笥。その
意義記入法及び記帳者。
7 全ての商業帳簿を認証する方法，理由及び認証者。
8 日記帳への記入法とその例示。
9 商人が通常行っている 9とおりの買入法。適時に買入れることが多
少とも必要な商品。
10 仕訳帳とよばれる第二の重要な商業帳簿。その意義及び秩序ある記
帳方法。
11 特にベニスで，仕訳帳において用いられる Per(借方）とAC貸方）
という二つの用語及びその説明。
12 借方と貸方にわけて諸項目を仕訳帳に記入し配列する方法とその例
示。元帳で用いられる「現金」と「資本」という二つの用語とその説
明。
13 元帳とよばれる第三の，そして最後の主要商業帳筋。見出しを二重
にする方法， もしくは単ーにする方法。
14 仕訳帳から元帳への転記及び仕訳帳の各記入が元帳に二回行われる
理由。仕訳帳における記入の取消方法。各記入について余白に 2個の
元帳ページ数が付される。
15 現金及び資本の諸記入の元帳への転記法。慣習によりページの最初
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に日付を記載する。日付の変更。営業上の必要に応じ大小の勘定別に
ページの紙面を割当てる方法。
16 商品に関する記入の元帳の借方及び貸方への転記法。
17 官庁及び市によって管理されるベニス市の貸付銀行に対する勘定の
記入。
18 ベニスの取引所に対する勘定の記入法。それについての日記帳，仕
訳帳及び元帳への記入法。借入れに関する情報。
19 為替手形により，あるいは銀行を通じて行われる支払の主要帳簿ヘ
の記入法。
20 売買及び組合など， よく知られている取引と特殊な取引及びそれら
の商業帳簿への記入。単純な売買，複雑な売買，それぞれの日記帳，
仕訳帳及び元帳における例示。
21 組合とよばれる，一般によく知られている勘定。
22 各種の費用，例えば経常的及び臨時の家事費，営業費並びに番頭及
び従弟の賃金の記入。
23 店の勘定の記入の順序及び方法。店主の認証した帳簿と店の帳簿に
別個に記入する方法。
24 仕訳帳と元帳における銀行との取引の転記。為替手形＿銀行と取
引する者として，あるいは銀行家として取扱う場合。為替手形の領収
書――その意義と 2通作成する理由。
25 元帳に通常設けられる損益勘定。
26 旅行についての商業帳簿への記入法。必然的に2種の元帳が用いら
れる理由。
27 損益とよばれる一般によく知られている勘定。元帳に設けるこの勘
定の記入法と他の勘定のようにこの勘定を仕訳帳に記入しない理由。
28 余白がない時の元帳勘定の繰越方法。元帳で不正が行われるのを防
ぐために，残高を移記する場所。
29 帳簿を年度ごとに締切らない時の元帳における諸記入間の年度を変
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える方法。
30 債権者あるいは雇い主の財産の管理を託された支配人又は代理人と
して，それらの人たちに対する計算書を作成する方法。
31 記入されるべき場所と異なった場所に行われた記入の訂正法。この
ことは通常不注意によって起る。
32 元帳の締切法及び諸勘定の旧元帳から新元帳への移し方。それを仕
訳帳， 日記帳及びその他の文書と突き合わせる方法。
33 帳簿を締切っているさいに生ずる取引の記録方法。そうした期間に
は旧帳瘤に何らの修正も，記入も行ってはならない理由。
34 旧元帳の勘定をすべて締切る方法。借方記入と貸方記入のすべてを
合計する試算表の作成。
35 手書き文書，親展書，証券，手続書，判決書その他の重要書頬を保
存する方法及び順序。重要な信書の記録簿。
36 元帳記入の規則及び方法の要約。
以上の各章で，ルカ ・バチオリは，棚卸，諸取引の貸借記入，元帳への
転記，記帳の正否を検証するための試算表の作成，損益諸勘定の残高を損
益集合勘定を通じて資本勘定に振替えることによる締切法などを記述して
いる。今日われわれは日記帳を使用していない。この点を除けば，われわ
れは，彼が記述した簿記のうちに，いまわれわれが使っている複式筋記の
姿をそのまま見出だすことができる。
4 ルカ・パチオリ簿記書の研究
ルカ ・パチオリの簿記書については，これまでに多くの研究が行われて
いる。翻訳書も数力国語によって出版されている。 1963年に英訳書を発表
しているブラウン及びジョンストン [Brownand Johnston, p. 8]は，「長
い年月にわたって，バチオロの「全書」は，少なくとも 9つ， 6カ国語 ：
オランダ語，イタリ ー語， ドイツ語， フランス語， ロジャ語及び英語によ
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る翻訳が行われている。」と述べ， 最初の翻訳者はインビン (JanYmpyn 
Christoff els) で1543年にオランダ語，フランス語及び英語に翻訳したこと，
最初のドイツ語訳は1876年， ロシャ語訳は1893年に出版されていることを
明らかにするとともに，両氏の英訳が1543年のインピソ， 1914年のゲイス
ビー ク (Geijsbeek), 1924年のクリベリに続く，第4番目のものであると
書いている。ブラウン及びジョンストンは日本語訳については情報を持ち
合わせていなかったようである。
1956年にルカ・パチオリ簿記書の 日本語訳を発表された片岡義雄 [1956,
p. 43]は，翻訳者年表を次のとおり作成している。
1876年（明治9年） Ernst Ludwig Jager ドイツ語訳
1878年（明治11年） Vincenzo Gitti 近代イタリー語訳
1893年（明治26年） E.G. Waldenberg ロシャ語訳
1894年（明治27年） Karl Peter Kheil ボヘミャ語訳
1896年（明治29年） J. G. Ch. Volmer オランダ語訳
1914年（大正3年） J. B. Geijsbeek 英語訳
1920年（大正9年） 平井泰太郎 日本語訳
1924年（大正13年） Pietro Crivelli 英語訳
1933年（昭和8年） Hugo Raulich チェコ語訳
Balduin Pendorf ドイツ語訳
1936年（昭和11年） 黒澤清 日本語訳（一部分）
片岡 [p.7]は，平井及び黒澤訳について，「本邦においては，平井泰太
郎教授「『はもおり蹄記書』研究」（大正9年神戸会計学会「会計学論叢」第4
集，所載）がある。これは前掲ゲイスベークの英訳書に拠ったものである。
なお，黒澤清教授によって「ルカ・パチョ リー 複式簿記釈義」なる標題の
下に，最初の二章が訳述されている。これは前掲ペンドルフ及びクリヴィ
リに拠ったものである。（雑誌「会計」第38巻第2号（昭和11年2月）参照。）」と，
注釈を付している。ちなみに，片岡義雄の 日本語訳は，ペンドルフ，クリ
ベリ，ゲイスビークの 3書を台本としている。日本語訳はいずれも英語訳
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又はドイツ語訳に拠っていた。このあと， 1975年に本田耕ーが， 1988年に
片岡泰彦がパチオリ簿記書の日本語訳を発表しているが， これらの訳書の
序文にはイタリ ー語原書から直接翻訳したと書かれている。なお，前節で
筆者は各章のクイトルを，ブラウソ及びジョンストンに拠って訳出した。
1994年には，ルカ ・バチオリ簿記書の出版500年を記念して，ベニスで
会計史国際会議を開催することが企画されている。ルカ ・バチオリと生誕
の地を同じくする同世代のピエロ ・デラ・フランチェスカは，数学を応用
して遠近法を完成させ，アレッツオのサソ ・フラソチェスコ聖堂の壁画
（聖十字架の伝説）などの名画を残している。フランチェスカの業績の華々
しさに比べると，ルカ・パチオリの業績はいかにも地味である。しかしな
がら， 14~ 5 世紀のころベニスその他の地で使われていた複式節記は， Iレ
カ・バチオリの「算術，幾何， 比及び比例全書」に記述されることによっ
て，今や世界の隅々にまで行き渡り，世界経済の繁栄に欠かすことができ
ない企業の財務情報ツステムを支える根幹となっている。複式簿記を持た
ずして，人類は決して今日のような繁栄を手にすることはできなかったと
思われる。ルカ ・パチオリの業績はフラソチェスカのそれに劣るものでは
なし 'o
最近，テレビジョンで，黄河，或いはアマゾン川などの大河の源流をた
ずねる画像がよく放映される。一滴の水が集まり，やがて活々と流れる大
河となる。その悠久の流れに自然のスケールの大きさを感じ，人々はただ
眼をみはるばか りである。複式簿記はルカ ・パチオリの「算術，幾何，比
及び比例全書」を源流として，今や世界をおおいつくす大河となってい
る。自然現象には比べようもないけれども，人間社会の現象としては，そ
のスケールは他に比べようもなく，雄大である。会計学の研究者は会計学
がこうした豊かな遺産を持つことを誇りと しなければならない。会計学の
研究はともすると実用主義に流される傾向がある。そう した傾向から脱却
するうえで，研究者がその研究に誇 りを持つこ とは何よりも大切である。
今回，大学本部及び図書館関係者のご理解によって， 早稲田大学図書館
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にルカ・バチオリの「算術，幾何，比及び比例全書」の初版と第2版が納
められたことは，大変にありがたい。ブラウン及びジョンストン [Preface]
は，「残念なことであるが，この最も有名な著作もまためったに見られな
い。会計にたずさわる人々のほとんどがこの本を見る機会を持っていな
い。ハーバード大学経営学大学院のクレス図書館 (KressLibrary) 館長ト·•
ロシー・リーブス夫人は私たちにこの本の初版と第2版を見せてくれた。
本書の出版を直接に導いたものは，この橋渡しと，カルホルニャ大学バー
クレイ校の大学院の学生であったときに会計史への関心が剌激されたこと
であった。」と述べている。将来， 早稲田大学図書館にあるこれらの書物
に触れ，会計学の偉大な祖先ルカ・パチオリを知って，優れた会計学の研
究成果を発表する者が出現することを願ってやまない。
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